






























non A non B型ウイルスについては現在不明な
点が多いとされているが、直径 20～27 nmの粒子が
核 内 に存 在 す る場 合 や 管状 構 造 物 及 びmi_
crotubular aggregate等が細胞質内に存在する場合
があるといわれている。
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料の肝組織 を l mm3大に分害Jし、02MのPBS



































































344×104    Na+   135 1mEg/′
3400    K+     4 2mEg/′





0 42    HA抗体    99%
34ul′     H BsAg      51%
18ul′     H BsAb      24%
456ul′     HBeAg     69%
379ul′     H BeAb      22%




























































及び管状構造物等は認められなかった,図8。 9)図6 PAP tt HBs陽性所見 (200倍)
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ノルアドレナリン  0 71mg,d′
























の存在部位、形及び大きさからnOn A non B型ウイ
ルスと示唆され、光顕的組織所見から亜急性肝炎と
考えたい。表 3)
表3 HBV non A non B型ウイルスの比較
E Iヽ LM























































一方、nOn A non B型ウイルスに関しては、現在


















2)non A non B型を示唆された症例では、核内
に20 nm大の密な顆粒状を示した円形粒子が多数
言忍めらオtた。
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